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どのような事業を実施するの？
・ 滋賀県情報発信拠点「ここ滋賀」
（日本橋）でPR
・ 道の駅など町内集客施設間の
　移動手段の検討
・新規就農者相談、交流会の開催
・インターンシップ受入れ支援など

　小口町有地の売却金を今後
の町政発展のための投資的な
経費に使用する目的で基金へ
積み立てます。

減債基金積立金
(2億811万円)

竜王IC周辺地区整備事業
(2786万円)

竜王近江牛等
　特産品発信事業
(1900万円)

近江牛贅沢
すきやき定食

定住化
促進事業、
一歩進む

大型補正予算
4億672万円の追加

滋賀竜王工業団地内の調整池

主な質疑
問  ４億円のうち、２億円が起債
であるが、返済はどのように
考えているか。

答  耐用年数があるので後年度にわたって納税者に負担して
いただく。また、企業を誘致することで新たな雇用を生み、
その企業からの税収を得て賄っていく。

（竜王町町勢要覧より引用）

小口地先の市街化区域内に先行投資としてインフラ整備を実施します。特徴

2りゅうおう
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　６月定例会は17日間の会期で専決処分３議案、条例１議案、
補正予算２議案、人事案件15議案、その他２議案が審議され、
人事案件１議案を除き原案どおり承認・可決されました。

関　　連
新たに町道路線(小口不動尊線)を認定した。

町道の整備
(7338万円)

配水管布設替工事
(4530万円)

小口地先町有地の処分
対象面積：34,139㎡

隣接する土地の有効利用と交通の利
便性の向上を図るため道路を整備

住宅施策、企業立地施策推進のための
先行投資として、配水管を布設替

土地売払い収入
(２億3600万円)橋梁寿命化修繕工事

(510万円)

主な事業などは

新年度がスタート、いきなりの

主な質疑
問  修繕の対象となる橋梁数と、修繕工事が完
了した橋梁数は。

答  橋梁は5年に一度の点検を行っており、健全
度は4ランクで評価している。

　　 平成26年度に全117橋の定期点検を行い、15
ｍ以上のランク3の橋を優先的に修繕してい
る。現時点で、13橋の修繕を実施した。

橋梁現場視察（小口橋）

工事が予定されている町道小口八重谷線

小口の地先の市街化区域内での予定地

新規

3 りゅうおう
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・防災行政無線は60MHzに1本化する
・財源は緊急防災・減災事業債の活用
〈今後の予定〉
　①基本設計　平成29年度（9月補正）
　②実施設計　平成30年度（当初予算案に計上）
　③自治会住民への周知　平成30年度後半
　④整備工事　平成31・32年度

　

1.作成の背景、目的
・水道資産の更新時期が全国的に到来している
・ 水道管路を全て更新するには約130年かかるとされており、
これらの課題を解決するため、平成28年度から37年度
までの水道事業ビジョンを作成した
2.本町の水道事業における問題点
・ 独立採算制による事業の維持が困難になりつつある
・ 広域的な連携について話し合いが必要である

総務産業建設常任委員会
竜王町水道事業ビジョン

災害時などの地域情報システム整備

問  個別受信機で安否情報が確認できるか
答  システムを構築する上で費用対効果を考
えながら検討していく

親局（庁舎内）

無線装置

受信機 受信機

防災行政無線システム

「安全で安心できる水道」
安心しておいしく飲める水
道水の供給に努めます。

安　全
「安定的かつ災害に
    　　　 強い強靱な水道」
震災などの緊急時に強い水
道を目指すため、老朽施設
の更新や施設を耐震化し、
安定供給に努めます。

強　靱
「健全な経営の水道」
水道施設の適切な保有・
維持管理を行うとともに、
アウトソーシングなどによ
り経営の効率化を進め、持
続可能な経営に努めます。

持　続
「町民に信頼される水道」
情報を積極的に公開し、
事業の透明性を確保すると
ともに、利用者の理解を深
めながら施策を推進してい
きます。

サービス

防災

警報予報・緊急放送

竜巻接近中

台風接近中
救援・救助、復旧活動
のための連絡通話

気象情報の予告放送

各種行事のお知らせ

防災・避難訓練
等の放送

災 害 時 平 常 時

避難誘導のための放送

水道管布設替工事

同報無線により、各種の通報が迅速・正確にできます。

水道事業ビジョンより

4りゅうおう
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【宮島中学校】学校教育目標　自己の未来を切り拓いていく児童、生徒の育成
　　　　　　　　　　　　　　  　 〈小中学校での共通の学校教育目標を設定〉
●学習内容　  豊富な地域資源や人材、環境を活かした生徒の学習の充実を図っている

【港島学園】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小中一貫教育の特色ある取組

教育民生常任委員会
 小中一貫教育　宮島中学校（広島県）・港島学園（兵庫県）研

修

①世界遺産・地域遺産教育
　 地域の伝統文化学習、宮
島学習など

① 小学校高学年から中
学校の部活動に参加す
ることができる

②環境教育
　 植生復元活動、宮島水族
館や広島大学との連携
など

② 運動会などは、小学校
と中学校で合同で取り
組みを行っている

③国際教育
　 外国人観光客との交流、
宮島ボランティアガイ
ド（英語）など

③ 小学校指導内容を中
学校へ先送りや前倒し
て学習することができ、
柔軟な対応ができる

英語での環境ボランティアガイドは、
生徒を精神的にも成長させていると
感じた

感 想
宮島は、世界遺産・地域遺産、外国人観光客、環境、文化・伝
統があるので、これらの資源と持続可能な開発に取り組める教
育を取り入れ、総合的に考えさせる指導は素晴らしかった

感 想

小学校から中学校に
進学する際に、環境
の変化から見られる
「中１ギャップ」は見
られないそうだよ

9年間を
見通した
教育活動 !!

3年生が外国人観光客に自信を持ってガイドをしている

外国人児童がともに学んでおり、教育現場の国際化が進んでいる

5 りゅうおう
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3歳児の預かり保育の実施状況
　利用児童数　16人（3歳児）3歳児の23%
　※両園を合わせた数

・ 町内幼稚園で外国人講師を招いて英語体験活
動を実施
・ 今年度からの実施で年10回を予定
・5歳児から実施

 公民館講座開設事業
　 　ドラゴンカレッジの開催
　　木彫り、折り紙、ちぎり絵等
 地域子ども教室推進事業
　 　竜王キッズクラブの開催
　　和太鼓、書道等
学校支援地域本部
　 　ボランティアの募集
　 　学習支援と環境整備

 本や図書館に親しんでもらう活動
　 　行事開催や定期的なお話し会、出前個人
　貸し出し
 展示コーナーや特集コーナー
　 　資料展示や読書啓発
 視聴覚ライブラリーの運営
　 　人権学習等に活用する教材の貸し出し

預かり保育幼稚園の英語教育

公民館活動 図書館活動

問  英語教育に期待する効果は
答  学びの基礎、根気強さ、注意深さを学び、
小学校の英語教育の素地をつくること
ができる

問  クラス担任と預かり保育担当者との連
携は

答  児童の様子は職員会議で情報共有して
いる。また、午前中の様子を引継ぎし
て保育にあたっている

教育民生常任委員会

あそびで学ぶ 子守唄をききながらスヤスヤ

和太鼓のひびき（竜王キッズクラブ） 町民1人当たりの年間貸し出し数は11.1冊

 講座
終了後も、
地域での展示
活動をするなど
活躍されて
います。

6りゅうおう
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６
月
29
日
に
山
形
県
金
山
町
議

会
が
視
察
研
修
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
編
集
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

多
く
の
方
に
、
関
心
を
持
っ
て

読
ま
れ
る
広
報
紙
と
な
る
様
、
平

成
29
年
３
月
に
編
集
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
ま
し
た
。

　　

議
会
広
報
を
読
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
方
の
声
を
聞
く
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

視
察
研
修
の
受
け
入
れ

広
報
技
術
の
向
上

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

のキーワード
編集マニュアル

伝える

伝わる

つながる

　これまでの、町からの現状の聞き取りや、他
市町の人口減少問題への取り組みなどを分析し、
本町に合った施策を提言できるよう、議論を行
っています

　竜王町子ども未来会議や幼保あり方検討
庁内会議で検討中

・土地引き渡しに必要な工事は全て完了した
・今年度中には多目的広場なども完成する

人口減少対策特別委員会 地域活性化特別委員会
施策提言に向けた取り組み

就学前教育・保育・子育て支援の
あり方検討の進捗状況は

滋賀竜王工業団地の進捗状況研
究

z 問  企業誘致専門員はどこにいるのか
答  公社委託事業による常駐者が東京にい
る予定  9月に提言書を町長に提出

問  親の養育力の低下を検討されているが、
低下の要因は

答  昔は多世代で同居しており、自然と子育
ての仕方など、家庭内で伝承することが
できた。また、祖父母が子育てを助け、
親だけが負担することが少なかった。
 今は、核家族化が進む中、親だけで子育
てしている事があり、難しくなってきて
いる

　

・都市計画法第29条の開発許可が5月31日におりた
・ 企業誘致の状況は、物流倉庫、製造工場が
進出を検討中

㈱雪国まいたけ

問  井戸を掘っているが企業の進出に関係あるのか
答  ㈱雪国まいたけより工業団地内の専用水
道工事の届出が出ている

議会広報特別委員会

広報紙について情報交換

開発工事に着手

7 りゅうおう
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６月定例会では10議員が
 16問の一般質問を行いました。

町政
　 ここを う！

近江うし丸

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

そうだ!! 傍聴に行こう！

次回の一般質問は９月中旬予定

議会ではどんな政策が審議されているか、あるいは自分
が選んだ議員がどのような活動をしているかなど、傍聴
は議会の動きに触れることのできる身近な方法です。
議会事務局（☎58-3713）にお問い合わせ下さい。

ペ
ー
ジ 質 問 者 質　　問　　事　　項

9
山田 義明 プログラミング教育の早急な取り組みを

貴多 正幸 竜王町公共施設等総合管理計画の今後は

10 森山 敏夫
まちづくり施策の取り組み体制は
水防対策は万全か

11
森島 芳男 ＩＢＭグラウンド跡地の活用は
古株 克彦 通学路の安全確保は

12 内山 英作
竜王町まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況と今後
竜王町の人口ビジョンは
町長就任１年を振り返って

13 小西 久次
竜王町のまちづくりは
町道小口八重谷線バイパスは
自ら考え自ら行うまちづくり事業の見直しを

14
松浦 　博 中学生に観光大使を委嘱、その意義と効果は
菱田 三男 コンパクトシティ化への取り組みは

15 若井 猛志
自然災害への備え・事前復興計画と受援力は
国保の単位化は
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的
な
仕
組
み
や
、
簡
単
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
る
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
算

数
・
理
科
・
総
合
的
な
学
習

で
の
児
童
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
体
験
し
な
が
ら
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
意
図
し
た
処
理

を
行
わ
せ
る
。

　

そ
の
た
め
の
必
要
な
論
理

的
思
考
力
を
身
に
付
け
る
学

習
活
動
を
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
授
業
の
中
で
町
内
外

の
団
体
や
企
業
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
機
会
を
提
供

い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

問　

人
工
知
能
や
あ
ら

ゆ
る
物
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
な
が
る
I
O
T
な

ど
の
先
端
的
な
情
報
技

術
が
進
み
、　

子
ど
も
達

の
多
く
は
現
在
出
現
し

て
い
な
い
職
業
に
就
く

と
予
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
時
代
を
乗
り
切

る
子
ど
も
達
の
生
き
る

力
を
育
む
た
め
に
英
語

教
育
と
同
様
に
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
早
急

な
取
り
組
み
が
出
来
な

い
か
を
伺
う
。

答　

中
学
校
で
は
技
術
・
家

庭
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利

用
し
た
計
測
・
制
御
の
基
本

プログラミング教育の
早急な取り組みを

問

論理的思考を身につける
学習活動の実施

答

問　

本
年
３
月
に
竜
王

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、

今
後
こ
の
計
画
に
基
づ
き

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答　

今
年
度
は
、
各
施
設
の

所
管
課
に
お
い
て
類
型
ご
と

に
既
存
施
設
の
利
用
状
況
や

老
朽
化
の
状
況
と
い
っ
た
現

状
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
方
向
性
に
つ
い
て
担

当
課
素
案
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
。

　

来
年
度
は
、
そ
の
素
案
を

全
庁
的
に
情
報
共
有
し
、
内

容
が
総
合
管
理
計
画
の
方
針

に
即
し
た
も
の
で
あ
る
か
、

ま
た
優
先
的
に
取
り
組
む
べ

き
対
象
施
設
は
ど
れ
か
を
見

極
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
体
制

を
構
築
す
る
。

　

と
も
に
住
民
ニ
ー
ズ
に
つ

い
て
も
把
握
し
、
施
設
の

問答

竜
王
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

今
後
は

個
別
計
画
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
く

　山田　義明 議員

類
型
ご
と
に
「
個
別
施
設
計

画
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
て

い
き
た
い
。

　

個
別
施
設
計
画
の
作
成
に

は
、
厳
し
い
判
断
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
施
設
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

安
心
で
安
全
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
前
提
と
し
、

将
来
に
渡
っ
て
持
続
可
能
な

施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

給食センター

竜王小学校

貴多 正幸 議員

中学校のプログラム学習
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し
て
お
く
場
所
の
整
備
を

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る

が
、
可
能
か
を
伺
う
。

　

②
た
め
池
重
要
水
防
箇

所
に
つ
い
て
は
、
堤
体
老

朽
、
余よ

水す
い

吐ば
け
に
問
題
が
あ

る
が
、
耐
震
性
や
安
全
性

に
つ
い
て
水
防
管
理
も
含

め
て
伺
う
。

答　

①
災
害
に
備
え
た
水
防

資
機
材
と
し
て
、
大
型
コ
ン

テ
ナ
バ
ッ
ク
の
整
備
、
備
蓄

に
関
し
て
は
５
月
に
滋
賀
県

の
協
力
を
受
け
、
須
惠

地
先
の
町
有
地
に
初

期
対
応
分
と
し
て
20

袋
を
備
蓄
し
た
。

　

今
後
は
、
竜
王
町
建

設
工
業
会
と
の
災
害

応
援
協
定
を
踏
ま
え
、

改
め
て
協
議
し
、
協
力

要
請
を
行
っ
て
い
く
。

　

併
せ
て
、
弓
削
地
先

に
（
仮
称
）
竜
王
北
東

部
地
区
防
災
拠
点
施

設
、
ま
た
岡
屋
地
先
の

滋
賀
竜
王
工
業
団
地

内
に
（
仮
称
）
竜
王
西

部
地
区
防
災
セ
ン
タ

ー
の
整
備
を
予
定
し

て
い
る
。

　

②
た
め
池
に
関
し
て
は
今

後
、
県
で
防
災
重
点
た
め
池

と
判
定
さ
れ
た
町
内
20
か
所

の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
優

先
度
が
高
い
、
た
め
池
を
中

心
に
町
と
関
係
機
関
が
再
度

現
地
確
認
を
行
い
「
た
め
池

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成

す
る
。

　

ま
た
、
た
め
池
整
備
計
画

を
策
定
し
防
災
計
画
、
水
防

計
画
に
反
映
す
る
取
り
組
み

を
行
う
。

問　
「
わ
が
ま
ち
竜
王

町
」
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
掲
げ
ら
れ
た
５
つ

の
基
本
政
策
と
各
４
つ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
第
五
次

竜
王
町
総
合
計
画
と
の
整

合
性
を
図
っ
た
上
で
各
取

り
組
み
に
対
す
る
進
捗
管

理
を
ど
の
様
に
進
め
る
の

か
、
そ
の
進
捗
管
理
を
含

め
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
公

に
で
き
な
い
の
か
。

答　

今
年
度
の
９
つ
の
重

点
施
策
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

組
織
横
断
的
な
取
組
を
開
始

し
た
。
各
課
題
に
優
先
順
位

を
つ
け
期
限
を
切
っ
て
検
討

し
、
積
極
的
に
実
現
に
向
け

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を

全
う
す
る
。

　

進
捗
管
理
は
、
主
監
課
長

水防対策は万全か問

水防資機材の備蓄、ため池の
整備は計画的に行う

答

問答

ま
ち
づ
く
り
施
策
の

取
り
組
み
体
制
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

取
り
組
む

森山　敏夫 議員　

会
で
報
告
・
相
互
確
認
を
行

う
事
を
ル
ー
ル
化
。
実
現
可

能
性
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

財
政
、
人
事
お
よ
び
政
策
調

整
の
３
部
門
が
参
画
し
同
時

に
協
議
す
る
場
と
、
意
思
決

定
の
場
と
し
て
、
政
策
推
進

会
議
と
政
策
調
整
会
議
を
制

度
化
し
た
。

問　

滋
賀
県
指
定
の
重

要
水
防
区
域
７
河
川
の
整

備
は
重
要
で
あ
り
、
特
に

日
野
川
・
祖
父
川
の
水
防

対
策
を
周
到
に
計
画
し
、

緊
急
時
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
体
制
作
り
が
急
務
で

あ
る
。

　

①
水
防
資
機
材
を
備
蓄

須惠町有地に備蓄された大型コンテナバック

フォーラムは「活力」と「安心」のキーワードを掲げ
４つのチャレンジが示された
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問　

I
B
M
グ
ラ
ン
ド
跡

地
の
活
用
に
つ
い
て
、
昨

年
の
第
３
回
定
例
会
に
お

い
て
一
般
質
問
し
た
。

　

回
答
で
は
、「
土
地
所

有
者
お
よ
び
滋
賀
県
と
も

協
議
を
重
ね
、
I
B
M
本

社
へ
の
定
期
的
な
要
望
な

ど
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
模
索

し
少
し
で
も
早
く
に
住
宅

整
備
が
実
現
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

問
I
B
M
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
活
用
は

答
住
宅
地
整
備
が
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
る

森島　芳男 議員

古株　克彦 議員

答　

平
成
29
年
２
月
に
土

地
所
有
者
の
本
社
を
訪
問

し
、
早
く
住
宅
開
発
が
実
現

す
る
よ
う
再
度
要
望
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
土
地
所
有
者

が
来
庁
し
、
開
発
事
業
を
進

め
る
考
え
を
示
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
４
月
に
本
社
を
訪
問

答　

①
交
通
安
全
指
導
は
年

間
を
通
じ
て
行
い
、
P
T
A
で

は
、「
見
守
り
隊
」
や
「
校
区

内
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
自
主
的
に

実
施
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や

し
、
そ
の
後
６
月
に
も
状
況

を
確
認
し
た
が
、
現
時
点
に

お
い
て
も
、
開
発
事
業
者
で

検
討
中
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
町
と
し
て
も
協
議
を

重
ね
、
住
宅
地
整
備
が
実
現

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問 

①
児
童
が
交
通
事
故

に
遭
い
、
重
傷
を
負
っ
た

が
、
交
通
安
全
対
策
は
。

　

②
県
道
綾
戸
東
川
線
、

通
学
路
の
拡
幅
工
事
進
捗

状
況
は
。

　

③
県
道
春
日
竜
王
線
、

薬
師
地
先
の
通
学
路
の
歩

道
拡
幅
工
事
は
い
つ
に
な

る
か
。

各
校
区
の
少
年
補
導
員
の
方
な

ど
に
よ
る
地
域
を
挙
げ
て
安
全

確
保
に
役
割
を
果
た
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

②
綾
戸
か
ら
橋
本
ま
で
の
通

学
路
の
拡
幅
工
事
は
、
平
成
26

年
度
以
降
に
詳
細
設
計
、
用
地

測
量
、
用
地
買
収
、
平
成
29
年

３
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
平

成
30
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　

③
薬
師
地
先
の
歩
道
は
80
㎝

と
狭
小
な
状
況
で
あ
る
。
滋
賀

県
東
近
江
土
木
事
務
所
か
ら

「
県
道
綾
戸
東
川
線
の
工
事
完

了
後
、
検
討
す
る
。」
と
の
回

答
を
得
て
お
り
、
引
き
続
き
早

期
の
取
組
を
要
望
す
る
。

通学時の安全確保等は問

歩道拡幅工事は、30年度に完了答

歩道拡幅工事中の橋本付近

鏡地先のＩＢＭグラウンド跡地
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内山　英作 議員

まち・ひと・しごと創生総合戦略の
進捗状況と今後は

問

町長就任１年を振り返って問

オール竜王で取り組む答

次世代が誇れる竜王町をめざす答

問　

総
合
戦
略
の
実
行

に
あ
た
っ
て
は
、町
民
や

地
域
、企
業
、関
係
機
関
、

団
体
、行
政
な
ど
、ま
ち
に

関
係
す
る
全
て
の
主
体
が

結
集
し
、連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、「
オ
ー
ル
竜
王
」

で
課
題
の
克
服
に
取
り
組

む
、と
言
っ
て
い
る
が
、今

日
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

問　

子
や
孫
の
世
代
も

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
地
域
を
将
来
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
平
成

29
年
度
は
ど
の
よ
う
な
施

策
を
実
施
す
る
の
か
。

問　

昨
年
６
月
に
竜
王

町
長
に
就
任
さ
れ
、
１
年

が
経
過
し
た
が
、
現
在
の

心
境
を
伺
う
。

　

ま
た
、
今
後
３
年
間
の

町
長
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
気
込
み
を
伺
う
。

答　

オ
ー
ル
竜
王
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施

し
て
い
る
ス
キ
ヤ
キ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
あ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会
は
、
農
業
生
産
者
、
農
業

生
産
法
人
、
農
協
、
農
業
委

員
会
、
町
議
会
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
大
学
な
ど
が
構

成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
オ
ー

ル
竜
王
の
代
表
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

答　
代
表
的
な
取
り
組
み
は
、

　

①
滋
賀
竜
王
工
業
団
地
を

は
じ
め
と
す
る
工
業
団
地
な

答　

新
た
な
領
域
、
初
の
首

長
の
職
務
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
新
鮮
か
つ
緊
張
感
の

日
々
を
過
ご
し
「
あ
っ
と
い

う
間
に
１
年
が
過
ぎ
た
」
と

い
う
思
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
、

今
ま
で
の
民
間
企
業
や
公
務

経
験
で
得
た
知
見
や
築
い

た
人
脈
を
さ
ら
に
活
用
し
、

県
・
国
へ
の
財
源
確
保
・
諸

要
望
活
動
、
町
の
魅
力
発
信

を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
民
間
で
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
コ
ス
ト
削
減
の

手
法
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
手
法
を
駆
使
し
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
課
題
解
決

に
努
め
て
い
く
。

問答

竜
王
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は

独
自
の
施
策
で
、
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
るど

へ
の
企
業
誘
致
の
早
期
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
住

宅
開
発
の
支
援
を
行
う
。

　

②
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
ス
キ
ヤ
キ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
２
つ
の
道
の
駅
を
推

進
拠
点
と
位
置
づ
け
、
新
規

就
農
、
農
業
者
の
定
住
、
U

タ
ー
ン
促
進
等
を
め
ざ
す
。
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最近の竜王町の人口推移

昨年の「竜王町まるごと（スキヤキ）
プロジェクト」

定例記者会見を行う町長
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自ら考え自ら行う
まちづくり事業の見直しを

問

包括的な交付金に見直す答

問　

法
人
町
民
税
の
減

少
と
義
務
的
経
費
の
増
加

に
伴
い
厳
し
い
行
政
運
営

が
予
想
さ
れ
る
が
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
。

問　

自
ら
考
え
自
ら
行

う
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
枠

組
み
拡
大
の
声
が
あ
る

が
、
柔
軟
な
活
用
方
法
の

検
討
は
必
要
で
は
な
い

か
。

問　

小
口
市
街
化
区
域

周
辺
の
事
業
開
発
促
進
に

伴
い
、
周
辺
部
（
松
が

丘
・
竜
王
I
C
・
国
道

4
7
7
号
）
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
が
、
バ
イ
パ
ス

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

①
新
た
な
財
源
の
開
拓

や
研
究
を
進
め
る
。

　

②
課
題
解
決
に
向
け
、
優

先
順
位
の
設
定
と
期
限
を
切

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

　

③
竜
王
工
業
団
地
へ
の
優

良
企
業
の
誘
致
に
よ
る
雇
用

と
定
住
、
名
神
竜
王
I
C
へ

の
ア
ク
セ
ス
改
善
、
大
型
商

業
施
設
や
希
望
ヶ
丘
文
化
公

園
エ
リ
ア
の
活
用
等
に
取
り

組
む
。

答　

地
域
の
課
題
が
多
様
化

し
て
い
る
現
状
で
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
活
動
が
で
き

る
よ
う
な
制
度
へ
の
見
直
し

要
望
も
あ
り
、
自
治
会
連
絡

協
議
会
や
庁
内
認
定
委
員
会

で
協
議
・
検
討
す
る
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
自

治
会
対
象
の
他
の
補
助
金
と

統
合
し
包
括
的
な
交
付
金
に

見
直
す
。

答　

大
型
商
業
施
設
・
滋
賀

工
業
団
地
の
開
発
に
伴
い
、

問

答

問
町
道
小
口
八
重
谷
線

バ
イ
パ
ス
は

竜王町のまちづくりは

答
イ
ン
タ
ー
周
辺
全
体
の
中
で

検
討
す
る

新たなまちづくりに取り組む
小西　久次 議員

緊急防災用ストーブ（七里）

ひらけつつある竜王IC周辺

自ら考え自ら行うまちづくり事業ってな～に？

　協働によるまちづくり意識の一層の向上に資す

るため、自治会（区）に対して助成を行う事業だよ。

竜
王
I
C
周
辺
機
能
強
化
及

び
小
口
工
業
地
域
の
利
活
用

の
検
討
に
合
わ
せ
小
口
八
重

谷
線
バ
イ
パ
ス
の
検
討
を
行

っ
て
き
た
。

　

整
備
に
あ
た
っ
て
は
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
の
土

地
利
用
の
動
向
と
交
通
量
、

竜
王
I
C
周
辺
全
体
の
中
で

検
討
す
る
。

13 りゅうおう
議会だより No.18013 りゅうおう
議会だより No.180



松浦　博 議員

中学生に観光大使を委嘱、
その意義と効果は

問

大変意義深い取組、一層の充実を図る答

問　

観
光
大
使
を
委
嘱

す
る
こ
と
で
、
当
町
の
魅

力
や
特
産
品
の
P
R
の
み

な
ら
ず
、
生
徒
自
身
へ
の

積
極
性
の
涵か

ん

養よ
う
と
、
歴
史

文
化
を
知
る
こ
と
で
郷
土

愛
へ
の
醸
成
に
つ
な
が
る

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た

が
、
そ
の
成
果
と
今
後
の

期
待
に
つ
い
て
伺
う
。

問　

中
長
期
的
な
構
想

と
し
て
役
場
周
辺
に
学
校

や
、
病
院
、
商
業
施
設
、

住
宅
地
な
ど
を
集
約
化

（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
）

す
る
と
あ
る
が
、
実
現
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答　

生
徒
は
初
め
て
自
分
の

名
前
の
入
っ
た
名
刺
を
受
け

取
り
気
分
が
高
揚
し
、
竜
王

町
の
代
表
と
し
て
中
学
生
観

光
大
使
に
委
嘱
さ
れ
た
こ
と

答　

将
来
的
に
皆
さ
ん
の
賛

同
を
得
て
、
役
場
周
辺
を
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
。

を
実
感
し
た
。

　

こ
の
名
刺
を
修
学
旅
行
で

沖
縄
に
持
参
し
、
民
泊
先
の

家
族
や
観
光
地
で
出
会
っ
た

方
々
に
手
渡
し
た
。
今
回
の

観
光
大
使
の
取
組
は
、
少
し

で
も
相
手
に
思
い
が
伝
わ
る

よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
一
枚

の
名
刺
を
通
し
て
郷
土
愛
を

育
み
、
ま
た
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に

も
つ
な
が
る
な
ど
大
変
意
義

深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
取
組
の
一
層
の
充
実

を
図
る
と
共
に
、
小
学
生
に

も
地
域
学
習
や
地
域
の
方
々

を
招
い
て
、
子
ど
も
達
の
郷

土
愛
の
醸
成
に
努
め
た
い
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
本

年
か
ら
過
去
の
ま
ち
づ
く
り

の
論
議
な
ど
も
踏
ま
え
幅
広

く
検
討
を
始
め
、
平
成
33
年

度
末
を
期
限
に
町
と
し
て
一

定
の
方
向
性
を
出
し
て
い
く

問答

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
へ
の

取
り
組
み
は

33
年
度
末
を
期
限
に
一
定
の

方
向
性
を
出
し
て
い
く

菱田　三男 議員

旅行者に名刺を渡して町のＰＲ

竜王町は自慢でき
るものが

たくさんあって、
イイネ！

計
画
で
あ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
農
地
転
用
な
ど
大
変

厳
し
い
乗
り
越
え
る
課
題
も

多
く
あ
り
、
解
決
の
方
策
を

見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

住民にとって身近な施設が集まる庁舎周辺

商業施設

医療系施設

公民館

図書館

防災センター

役場
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問 

①
大
規
模
自
然
災
害
に
襲

わ
れ
た
と
き
、
人
命
を
守
り
被

害
を
最
小
に
し
、
復
旧
・
復
興

ま
で
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

事
前
に
考
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

特
に
72
時
間
以
内
の
対
応
に

人
員
、資
源
、資
金
を
集
中
的
に

投
入
す
る
、
地
域
強
靱
化
計
画

を
策
定
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　

②
受
援
力
に
つ
い
て
は
、
支

援
を
受
け
る
体
制
を
被
災
地
が

問　

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

県
単
位
の
現
状
は
、
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
。

　

県
の
運
営
方
針
案
で
は
、
納

付
金
の
算
定
を
各
市
町
の
医
療

費
水
準
は
反
映
さ
せ
な
い
意
向

だ
が
、
竜
王
町
の
負
担
は
ど
う

な
る
か
。

整
え
て
い
な
け
れ
ば
支
援
も
減

殺
さ
れ
る
。

　

自
ら
で
き
る
こ
と
、
支
援
を

受
け
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お

く
防
災
計
画
が
必
要
だ
が
、
考

え
を
伺
う
。

答　

単
位
化
に
向
け
て
の
進
捗
は
、

現
在
、
県
で
意
見
の
聴
き
取
り
を

実
施
さ
れ
て
お
り
本
町
も
意
見
を

提
出
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

納
付
金
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

見
込
値
よ
り
仮
算
定
さ
れ
た
納
付

金
の
方
が
約
一
割
程
度
上
回
る
。

問

問

答

答

自
然
災
害
へ
の
備
え
・

　
　
事
前
復
興
計
画
と
受
援
力
は

国
保
の
単
位
化
は

地
域
防
災
計
画
の

　
　
　
見
直
し
を
進
め
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
る

若井　猛志 議員

答 

①
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
で
は
、
災
害

時
の
最
悪
の
事
態
を

想
定
し
な
が
ら
、
事

前
に
取
り
組
ん
で
お

く
べ
き
施
策
を
考
え
、

長
期
的
な
視
点
を
持

つ
中
で
、
優
先
順
位

や
実
現
の
時
期
を
位

置
づ
け
る
も
の
で
あ

る
。

　

本
町
の
現
状
も
踏

ま
え
た
最
悪
の
事
態

を
想
定
す
る
等
、
国

土
強
靭
化
地
域
計
画

の
取
り
組
み
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

②
受
援
力
を
高
め
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
事
項
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
お
い
て
、
よ
り
実
情
に
即
し

た
計
画
に
な
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

ボランティア受付

0

10

20

30

40

50

1.3倍

資料：厚生労働省「平成30年4月から国民健
康保険制度が変わります」

（兆円）

1995年 2005年 2015年

【国民医療費　10年ごとの推移】
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回答者の内訳
（人　数） 中学3年生 20代～50代 60代以上 合計

男　性 58人 23人 41人 122人

女　性 46人 27人 16人 89人

合　計 104人 50人 57人 211人

議会だよりを読んだことがありますか？
毎回 ときどき 読んでいない 知らなかった

中学3年生 0% 16% 22% 62%

20代～50代 23% 62% 12% 4%

60代以上 63% 35% 2% 0%

内容はわかりやすいか？
よくわかる わかりやすい わかりにくい

中学3年生 9% 84% 7%

20代～50代 11% 79% 11%

60代以上 19% 73% 8%

写真や図表のわかりやすさ
わかりにくい ふつう わかりやすい

中学3年生 5% 58% 37%

20代～50代 2% 62% 36%

60代以上 9% 69% 22%

どの記事に興味がありますか（複数回答）
表紙 定例会報告 委員会活動 一般質問 追跡コーナー いきいき人生

中学3年生 38人 17人 15人 40人 6人 15人

20代～50代 10人 15人 16人 38人 11人 5人

60代以上 4人 30人 24人 48人 15人 12人

合計 52人 62人 55人 126人 32人 32人

こ
れ
か
ら
も

ご
愛
読
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議会だより アンケート集計結果

そ
の
他
ご
意
見

　
中
学
生
よ
り

●
一
般
質
問
の
各
頭
に
、
要
約
さ
れ
た

「
問
い
」・「
答
え
」が
あ
り
読
み
や
す
い
。

　
30
代
よ
り

●
一
番
伝
え
た
い
の
が
何
か
が　
　
　

わ
か
り
に
く
い

　
40
代
よ
り

●
今
ど
の
よ
う
な
問
題
が
竜
王
に
あ
り
、

そ
の
進
捗
状
況
が
わ
か
る
と
良
い
。

　
50
代
よ
り

　
60
代
よ
り

多くの方々に手に取っていただき、「伝える・伝わる」身近な議会を
発信していきたいと考えています。考 察
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調査内容等の報告
・竜王インター周辺整備
・魅力ある農業の創生推進
・橋梁整備工事
・子育てと教育
・滋賀竜王工業団地 他

追跡
!!   あの一般質問は
その後どうなった？？

問　

文
部
科
学
省
が
公
表

し
た
2
0
1
4
年
度
の
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
、
竜
王
町
の
児
童

生
徒
の
学
力
は
ど
の
よ
う

な
状
態
で
あ
る
の
か
。

答　

竜
王
町
の
子
ど
も
達

は
、
小
学
校
お
よ
び
中
学

校
の
調
査
結
果
の
ほ
と
ん

ど
に
お
い
て
、
滋
賀
県
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。
小

中
学
校
へ
の
I
C
T
機
器

を
使
っ
た
、
よ
り
わ
か
り

や
す
い
授
業
へ
の
授
業
改

善
を
進
め
る
。

◎
そ
の
後

　

き
め
細
か
な
支
援
員
の

配
置
や
I
C
T
機
器
の
活

用
に
よ
り
、
わ
か
っ
て
楽

し
い
授
業
に
努
め
て
お
り
、

一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒

の
基
礎
学
力
の
定
着
が
み

ら
れ
る
。
引
き
続
き
、「
説

明
し
た
り
表
現
し
た
り
す

る
活
用
力
」
を
高
め
る
た

め
の
授
業
づ
く
り
と
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は

（
平
成
26
年
第
３
回
定
例
会 

一
般
質
問
よ
り
）わかって楽しい授業風景

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

主
な
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト

　

７
月
８
日
、
町
公
民
館
に
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
民
な
ど

54
名
が
参
加
さ
れ
、
議
会
活
動
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
か
ら
、
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

報
告
会
で
意
見
が
続
々
!!

（アンケート結果上位）
1. 防　　災
2. 介　　護
3. 住宅開発
4. 交　　通

ここが知りたい!!

・
竜
王
町
は
畜
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
耕
畜
連
携
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

・
住
宅
地
の
空
き
地
を
な
く
そ
う
と
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
議
員
も
何
か
工
夫
や
案
を
出
し
、

活
性
化
す
る
よ
う
な
意
見
を
出
し
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い

・
専
門
的
過
ぎ
て
理
解
し
に
く
い
。

・
健
康
長
寿
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

・
工
業
団
地
へ
早
く
企
業
が
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
議
会
だ
よ
り
だ
け
の
資
料
で
は
内
容
が
不
足
し

て
い
る
。

・
40
代
以
下
の
若
者
の
参
加
者
が
少
な
い
。
若
者

が
参
加
し
や
す
く
す
る
努
力
を
し
た
か
。

・
人
口
を
増
や
す
に
は
住
宅
開
発
が
重
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

17 りゅうおう
議会だより No.180



報
広
会
議
町
王
竜

竜
・
行
発
■

王

町

議

会会
員
委
別
特
報
広
会
議
・
集
編
■

２
９
５
２
―
０
２
５
〒

３
口
小
町
王
竜
郡
生
蒲
県
賀
滋

３
１
７
３
―
８
５
）
８
４
７
０
（
☎

いきいき人生シリーズ
さくら団地 在住
　　　　　　　白鳥　英章 さん

　26年前に北海道を後にした時は、まさか滋賀
県人になろうとは想像すらできませんでした。
勿論仕事上の関係が大きいのですが、今は竜王
町民の一員です。
　私は大手企業に人材を派遣する会社を設立
し、関西を中心に展開してきました。現在は事
実上の会社運営等すべてを妻に引き継ぎ、工場
で働いている人達に関わる事を多少手伝って

いる様な状況です。会社の方は更に保育園を建
設し、介護の方面に携わるなど子育てと老後の
一助となるべく奮闘しております。
　私は今までに何千人という、全国から募集し
た人達との出会いがありました。記憶からすぐ
に消え去るような人、今でも強く印象に残って
いる人など、その数だけそれぞれの人間像があ
ります。そこには必ず新しい発見があり、それ
が仕事への原動力となります。
　さくら団地では自治会の役員を経験するこ
とができ、仕事とは違う日々の生活での出会い
と付き合いが生まれました。
　しかし、自治会運営の難しさを痛感、改めて
コミュニケーションの大切さを学ぶ事となり
ました。
　これから、それを如何に実行していくのかが
私の大きな課題です。

私の仕事は人に携わること

竜
王
清
流
会

　
　
魚
つ
か
み
大
会

　
平
成
21
年
か
ら
「
子
ど
も
達
に

き
れ
い
な
川
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
一
級
河
川
善
光
寺
川

の
河
川
美
化
活
動
を
続
け
て
お
ら

れ
る
竜
王
清
流
会
が
、
今
年
も
魚

つ
か
み
大
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
6
回
目
を
数
え
、
皆
さ

ん
に
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
い
た

川
で
、
魚
つ
か
み
の
他
自
然
観
察

会
や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
、
流
し

そ
う
め
ん
な
ど
、
毎
年
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
朝
早
く
か
ら
高
島
市
ま

で
魚
を
取
り
に
行
き
、
子
ど
も
た

ち
が
待
つ
川
へ
放
流
す
る
と
、
大

き
な
歓
声
と
と
も
に
ず
ぶ
濡
れ
に

な
り
な
が
ら
魚
つ
か
み
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
継
続
し
た
取
り
組
み

が
、
持
続
可
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
で
は
、
町
民
の

方
々
に
ど
れ
く
ら
い
議
会
広
報

を
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
か
今

回
初
め
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
議
会
だ
よ
り
に

活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
ご
愛
読
を
賜
り
皆
様

方
の
感
想
や
ご
意
見
も
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

表 紙

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

委
員
長
　
森
山
　
敏
夫

 

副
委
員
長
　
森
島
　
芳
男

 

委
　
　
員
　
内
山
　
英
作

 

委
　
　
員
　
松
浦
　
　
博

 

委
　
　
員
　
山
田
　
義
明

 

委
　
　
員
　
岡
山
　
富
男
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